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町のうごき 四万十川の
水質状況

四万十町通信

（5月31日） 人口 前月比 出生 死亡 転入 転出
男 7,616 - ３ 男 4 13 19 13
女 8,308 - 6 女 2 18 19 9
計 15,924 - ９ 計 6 31 38 22

世帯数 8,198 - ２ （５月中の届出）

窪川地域 11,299人　大正地域 2,212人　十和地域 2,413人

適正値（mg/ｌ） 6月10日
リン酸 ≦  1.0 測定範囲以下
硝　酸 ≦  0.5 測定範囲以下

アンモニウム ≦  5.0 測定範囲以下
アニオン活性剤 ≦  1.0 5.209

化学的酸素要求量 ≦ 10.0 0.25
調査：大正（吾川）
資料：四万十高校自然環境部
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田
野
々
②

た

の

の

月
号
に
続
い
て
田
野
々
。
田
野
々
に
は
神
社

や
お
寺
が
数
多
く
あ
る
。

　

ま
ず
神
社
。
先
月
号
で
も
ふ
れ
た
紀
州
か
ら
の

勧
請
と
さ
れ
る
熊
野
神
社
、
地
区
の
産
土
神
で
あ

る
河
内
神
社
、
そ
の
礎
と
も
い
わ
れ
る
皇
子
宮
、

素
戔
嗚
尊
（
素
戔
嗚
尊
＝
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
）

を
祀
る
椵
木
（
も
み
の
き
）
神
社
、
龍
王
さ
ん
と

呼
ば
れ
て
い
る
海
津
見
（
わ
だ
つ
み
）
神
社
、
農

業
の
神
様
と
さ
れ
る
七
夕
神
社
、
昭
和
30
年
に
伊

予
の
霊
峰
石
鎚
山
か
ら
勧
請
し
た
と
い
う
石
鎚
神

社
、
ま
た
以
前
は
金
比
羅
宮
も
あ
っ
て
、
皇
子
宮

に
移
さ
れ
た
後
、
海
津
見
神
社
に
分
祀
さ
れ
た
と

聞
く
。

　

次
に
お
寺
で
あ
る
。「
紀
州
か
ら
の
Ｉ
タ
ー
ン
」

と
も
言
え
る
田
那
邉
家
に
つ
い
て
は
先
月
号
で
少

し
書
い
た
が
、
そ
の
菩
提
寺
と
し
て
開
か
れ
た
と

い
う
五
松
寺
、
熊
野
神
社
の
神
宮
寺
と
し
て
そ
の

境
内
に
あ
る
長
楽
寺
、
さ
ら
に
、
前
の
森
林
組
合

事
務
所
辺
り
に
茶
堂
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
大
正

末
期
か
昭
和
初
期
に
別
の
場
所
に
移
さ
れ
た
が
、

昭
和
23
年
の
大
火
に
よ
り
焼
失
し
た
と
い
う
。
そ

の
後
有
志
に
よ
っ
て
鉄
道
脇
に
小
さ
な
お
堂
が
建
て

ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
、
檮
原
川
を
吾

川
へ
渡
っ
て
川
沿
い
を
少
し
上
っ
た
道
路
脇
に
小
さ

な
小
さ
な
祠
が
あ
る
。
耳
神
様
と
い
う
。
こ
の
耳

神
様
は
そ
の
名
の
通
り
、
耳
の
病
に
ご
利
益
が
あ

る
と
さ
れ
、
祠
の
前
に
は
、
穴
の
開
い
た
小
石
が
い

く
つ
も
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
耳
の
通

り
が
良
く
な
る
よ
う
に
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
耳
神
様
は
熊
野
神
社
社
務
所
裏

に
も
あ
る
。
2
カ
所
と
も
昔
の
往
還
道
の
脇
に
あ

る
の
だ
が
、
吾
川
の
祠
は
、
田
野
々
と
十
和
と
の

出
入
り
口
に
あ
る
。
社
務
所
裏
の
祠
は
瀬
里
と
の

出
入
り
口
に
あ
た
る
。
地
区
の
東
と
西
の
両
玄
関

口
に
耳
神
様
を
置
い
た
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。

　

さ
て
、
田
野
々
の
近
代
史
の
中
で
記
し
て
お
か

ね
ば
な
ら
な
い
の
が
、
昭
和
23
年
の
大
火
災
で
あ

る
。
3
月
4
日
午
後
8
時
半
頃
、
大
正
橋
あ
た
り

に
あ
っ
た
営
林
署
機
械
工
場
か
ら
出
火
。
当
日
は

空
気
が
乾
燥
し
て
い
た
。
火
は
折
か
ら
の
北
北
東

の
風
を
何
倍
も
の
風
力
に
変
え
、
あ
っ
と
言
う
間

に
広
が
っ
た
。
そ
し
て
町
の
半
分
以
上
を
焼
き
尽

く
し
、
翌
5
日
午
前
4
時
半
に
よ
う
や
く
鎮
火
し

た
。
河
内
神
社
に
あ
る
楓
の
木
に
は
、
今
も
焦
げ

つ
き
痕
が
残
っ
て
い
て
、
大
火
の
凄
ま
じ
さ
を
物

語
っ
て
い
る
。
当
時
の
被
害
状
況
と
復
旧
へ
の
苦
労

は
、
大
正
町
史
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

　

田
野
々
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
。
田
野
々
の
街
へ
向
か
う
旧
道
の
入
口

に
熊
野
神
社
が
あ
っ
て
、
西
へ
向
か
う
国
道
は
そ
こ

を
左
へ
大
き
く
膨
ら
み
バ
イ
パ
ス
に
入
る
。
檮
原
川

へ
張
り
出
す
よ
う
に
走
っ
た
後
「
陸
地
」
に
戻
る
。

何
か
を
避
け
る
よ
う
に
作
ら
れ
た
こ
の
ル
ー
ト
。

そ
う
、
樹
齢
千
年
に
も
届
こ
う
か
と
い
う
樹
木
た

ち
が
植
生
す
る
熊
野
神
社
の
鎮
守
の
森
を
守
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
鎮
守
の
森
周
辺
に
あ
る
海

津
見
や
、
重
要
文
化
財
の
旧
竹
内
家
住
宅
へ
の
配

慮
も
あ
る
。
計
画
当
初
の
案
で
も
、
そ
れ
な
り
の

配
慮
が
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
保
護
に
は
ま
だ

不
十
分
と
い
う
こ
と
で
更
な
る
設
計
の
見
直
し
が

行
わ
れ
、
現
在
の
ル
ー
ト
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

終
わ
り
に
、
現
在
の
田
野
々
を
象
徴
す
る
大
切

な
「
お
城
」
に
つ
い
て
。
先
月
号
で
は
、
中
世
の

田
野
々
を
象
徴
す
る
三
つ
の
山
城
の
こ
と
を
書
い
た

が
、
現
在
も
田
野
々
に
は
三
つ
の
城
が
あ
る
。
田

野
々
小
学
校
・
大
正
中
学
校
・
四
万
十
高
校
と
い

う
「
学
び
の
城
」
で
あ
る
。
中
世
の
山
城
と
は
そ

の
目
的
は
ま
っ
た
く
違
う
が
、
地
域
の
象
徴
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。「
認
定
こ
ど
も
園
た
の
の
」

を
含
め
れ
ば
、
幼
・
小
・
中
・
高
と
そ
ろ
っ
て
い
る
。

さ
す
が
首
都
・
田
野
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
学
び
の

城
に
出
入
り
す
る
子
ど
も
た
ち
の
声
や
息
遣
い
が
、

首
都
・
田
野
々
の
今
を
支
え
て
い
る
よ
う
に
思
え

て
な
ら
な
い
。

先

穴の空いた石が奉納されている
耳神様

※
現
在
「
田
野
々
」
は
「
大
正
」
に
字
変
更

し
て
い
ま
す
が
、
便
宜
上
「
田
野
々
」
と

表
記
し
て
い
ま
す
。


